
 
 
 

 
 
 

 
津幡町のチェンジは いつ？ 

 
９月議会に、「石川工業高等専門学校の有志による津幡町のイメージアップを推進する会」から請願

が提出されました。その内容は「場外舟券売り場であるボートピアは、本来率先してその撲滅を目指す

べき施設であり、津幡町が公営ギャンブルの町になることを見直し、すべての町民が望む“安全で安心

して暮らすことのできるまちづくり”を目指すために、場外舟券売り場施設の誘致計画の白紙撤回を求める」と

いうものです。 
 

 

 
 
 

   

 
 

 

  みどり市と津幡町が協定を結んでから１年後の今年４月、みどり市長、秘書課長、競艇事業局長らが、津幡町を

訪問した際の会談の内容、工事が遅れている理由について、６月議会に続き、９月議会で前田議員が追求しました。 
 

                                      

みどり市に確認したところ、訪問時の席上、事業が遅れている理由について、同席した業者 

（グッドワン）が「建設予定地の地権者のすべての同意を得ることができず、計画の変更をし 

なければならなくなった。」と報告したことが明らかになった。 

 そのことを、町はなぜ隠すのか？ 

 

 

 

 

  

 

 

２００９年１０月９日 

 

 津幡町・市民グループ「風」 
ＮＯ．１２ 

第四次津幡町総合計画を推進するために津幡町舟橋地区 
場外舟券売り場設置計画の白紙撤回を求める請願           

                 賛成議員３名  反対議員１３名 

今年、和歌山市と新潟市で、

ボートピア設置計画が、 

中止・断念されました。 

署名活動など住民の反対 

運動の成果です。 

 

村町長・坂本総務部長の答弁 

前田議員の一般質問 

国は政権交代 

なぜ隠すのか！ 
ボートピア計画変更の情報 

９月議会で明らかになった、ボートピア計画変更！ 

隠していない。 

単なる表敬訪問であった。 

計画変更の話は、一切なかった！ 

不採択 

「人にやさしい・活

気あふれる･心が潤

う・安全で安心な

町」を、目指す。 

 

☆☆ 鳩山代表と面談しました ☆☆ 

本年４月わたしたちは、近藤和也さん（現衆議院議員）の紹介で、津幡町を訪れた民主党の鳩山代表（現総理大臣）

に、ボートピア津幡の資料を渡し、経緯と現状を説明しました。 

政権交代を機に、「風」は、国土交通省に再度「要望書」を提出し、ボートピアを認可しないよう訴えます。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「常任委員会」こそ議会の 要
かなめ

 ～閉ざされた常任委員会～ 

議案の多くは、各常任委員会に付託され審議されます。つまり常任委員会は、議会の要であり、

町民からの請願や陳情もここで審議されます。ところが、津幡町議会では委員会の傍聴が、許可

されていません。本会議の傍聴はできても、実際に議案が審議される常任委員会の傍聴ができな

ければ、わたしたち町民にとっては、議会はいまだに閉ざされたままなのです。 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

今回は、政権交代についての声を 

たくさんいただきました。 

 2009 年 8 月 30 日。この日は世の中を

大きく変えた。半世紀以上続いた自民党政権

の崩壊。石川 3 区で 46 年ぶりに自民党以

外の衆議院議員誕生。まさに歴史に残る一日

となった。国も大きく変わる。県も変わる。

津幡町は？  （津幡地区 70 代 男性） 

村町長やボートピア賛成議員諸氏よ、民意に添わないことは、長続きしない。そのことは、

今回の衆議院選挙ではっきりしたはずである。もはや議論の余地はない。これまでの行きがか

りにこだわることなく、方針を転換すべきである。予算がなければ、真に必要なことから取り

組めば良い。それができないのなら、できる人に代わってもらえばよい。 

                      （笠野地区 50 代 男性） 

 北部公園を作ると聞いていますが、本当

に必要なのでしょうか。近くにある県森林

公園の活用を考えた方が良いのでは？ 

国の政治も変わります。津幡町も国に見

習い、無駄な事業を取りやめた方が良いの

ではないでしょうか。 

（倶利伽羅地区 ６０代 女性） 

 今、民主党が政権をとり、いろいろ見直し

しているのだから、津幡町もぜひいろいろ

（特にボートピア！）を考えなおしてほしい

と思います。 

議会だよりを読んでも、女性議員に対して

はきちんと回答していない気がするのは私

だけでしょうか。(中条地区 50 代 女性) 

  町民への情報公開を！  

『常任委員会を傍聴可能な部屋で開催することを求める請願』 

傍聴は、町の条例で、62 年から認められているのに、不採択 

不採択 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        情報の共有が町を創る 

 津幡町の特養で介護士をしています。現場

はたいへん厳しく、職員には大きな負担。職

員の生活を考え、給与面や地位向上を考えて

ほしいです。 

町の議員っていったいどこにいますか？見

かけません。もっとオープンにすることを考

えてほしいです。 （中条地区 40 代 女性） 

 『風つうしん』を読み、いつも憤慨しています。これまでの町政の不誠実な対応を見る限り、

町政は町民の声に関心がないようです。今回、国政において「政権交代」したように、津幡町

においても町民による「政権交代」が必要と考えます。そのために何をすべきかを考える時だ

と思います。                     （河合谷地区  30 代 男性） 

NHK テレビドラマで「再生の町」を見たけど、津幡

町とよく似ていて、身につまされた。大きな違いは、

市長が立派なこと。市民への会議の公開など、すばら

しい。多くの市民（傍聴者）の前で、真剣な議論をし

ている職員も、素敵だった。津幡町も早くこうなって

ほしい。        （津幡地区 60 代 女性） 

 

 ケーブルテレビで町の議会を見

ました。町長の答弁が投げやりで、

不誠実でがっかりしました。何月の

議会で答えたからと言っても、わた

しらには何のことかわかりません。 

（津幡地区 70 代 女性） 

お手本にしたい町！ 透明度の高い町・北海道の《ニセコ町》 

ニセコ町は、１９９４年に３５歳の町長が誕生して、徹底した情報公開が進められました。情報は全て

主権者である町民のものという考え方をもとに、情報共有のしくみがきちんと作られています。 

役場での管理職会議もオープン、だれでも傍聴できます。当然ながら、税金から支出される交際費は全

面的に公開されています。 

 最近「ボートピア建設予定地の土地が全て買収

できず、計画を変更し、加茂地区の土地を買収し

ている」という噂を聞いた。本当ですか？ 本当

なら、加茂地区の人たちの同意はどうなるのです

か？        （英田地区 50 代 女性） 

 三人の女性議員は正しいことを主張

していると思います。他の議員さんたち

は、おかしいと思わないのでしょうか。

考えを変えないことが、ほんとうに不思

議です。 （井上地区 ５0 代 女性） 

 

町のホームページで、公開度をチェック！ 
《 内 灘 町 》 

5 年前の町長選の公約に基づいて、町長交際費が公開

され、その後順次、議長、教育長、農業委員会、消防

の交際費が、すべて細かく（いつ、どこへ、なんのた

めに、いくら支出したか）公開されている。 

《 津 幡 町 》 

町長と議長の交際費だけが、 

件数と合計金額のみ公開され 

ている。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記  

一人ひとりの一票が、政治のかたちを変える力を持っている。そのことを実感させてくれた 

８月の衆院選だった。一部の人たちだけが得をする、そんな仕組みをぜひ変えていってほしい。 

そのためには、私たちが無関心のままでは、何も変わらない。 

新政権は、早速、税金の使われ方をチェックし始めた。国と地方の差こそあれ、私たちが町 

に支払う税金にも、もっと関心を持とう。政務調査費の裁判は、その一例です。 

  
 

「風」の活動は、会員の会費の他に、みなさまからの温かいカンパによって支えられています。   

この度は、たくさんのカンパをいただきありがとうございました。今後とも、カンパにご理解とご協力 

をよろしくお願いいたします。７～９月の会費とカンパは、414,570 円でした。 

    ※ 口座番号変更しました   【郵便振替口座 00750-0-94900 井上俊子】 
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住民訴訟「政務調査費問題」の ゆくえ 

津幡町の監査は、たった 1年分！ すべて適正な支出？？ 

「風」は、議員の政務調査費の監査を過去 5 年分（書類の保存期間）求めましたが、 

津幡町の監査委員は、平成 19 年度 1 年分しか監査せず、しかも全て適正な支出とし 

ました。やむを得ず「風」は、住民訴訟を起こしました。「風」がこの訴訟で求めて 

いるのは、条例、規則に違反して、領収書のない支出や使途不適切な支出をした 

議員８名の政務調査費５年分約 1,165 万円の町への返還です。 

これまで 2 回、裁判が開かれましたが、町は裁判の 

対象を平成 19 年度に限定するよう主張しています。 

前橋市の監査は、５年分 

本年 6 月 群馬県前橋市では、市長の求めで、５年分の政務調査費の監査が行われました。 

監査委員は、領収書等のない支出、使途の不適切な支出約 6,714 万円をすべて条例、規則 

違反の支出として市長に報告しました。 

 

津幡町市民グループ風 検索 風ホームページのご案内 

―議会報告会＆学習会― 

前田・中村両議員の議会報告と、ボートピア問題、

政務調査費問題について学習します。 

みなさま、お誘いあわせおいでください。 

 

      日時：2009 年 11 月 14 日（土） 

         午後 7時 30 分～9時 30 分 

      場所：津幡町文化会館シグナス 

         1 階パソコン室 

 




